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5 名 治療 2 名）、循環器科医師 12 名、脳外科医
師 7 名、消化器科医師 12 名、33 名の診療放射線
技師、13 名の看護師、7 名の事務で業務にあたっ
ています。 
（2012 年 3 月現在） 
2.フィルムレスの現状 
当院では 2004 年 5 月より循環器動画システム



















4.PACS システム－図 2 
当院のPACSシステムの構成は 70TBの容量を
持ち、二重化されています。3 機のハードディス
クでレイドを構成し、1 つは一般撮影、もう 1 つ
は CT・MRI、さらにもう 1 つは血管造影・透視・
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現在は大分減少しましたが、電子カルテシステ








































































































PACS の 2 重運用になっています。 
当院では Good net（循環器動画システム）を導
入しており、PACS へも動画を保管する 2 重保管
をしています。循環器科では、検査結果、解析、
サマリーを Good net で運用しています。現状の
PACS viewer での動画参照は、再生速度が遅い、











































































過去の名前が管理できるので、2 つの氏名を 1 人
の患者として認識・管理できるようにしています。 
 
9.今後の課題 
医事の患者登録間違えの修正や伝達方法の運
用手順の作成。画像の送信ができなくなる等のシ
ステム障害が発生した場合に、滞りなく業務を遂
行できるよう、障害時対応マニュアルの整備。紙
伝票運用時の患者情報登録や電子オーダとのひ
も付けの定期的な練習が必要と考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
